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し
ば
し
ば
指
摘
が
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
山
田
方
谷
は
晩
年
期
、
気
の
運

行
発
揚
を
圧
倒
的
に
強
調
し
た
「
養
気
の
学
」
と
言
わ
れ
る
独
特
の
学
説
を
、

陽
明
学
と
し
て
講
じ
た（
１
）。
そ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
筆
者
も
す
で
に
一
文
を
草

し
た
こ
と
が
あ
る（
２
）。
養
気
の
学
は
一
大
気
・
元
気
に
よ
る
生
成
論
を
説
き
、
万

物
の
運
動
変
化
、
す
べ
て
を
気
と
し
て
捉
え
、
人
間
の
精
神
や
肉
体
の
活
動
を

も
そ
れ
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
く
典
型
的
な
気
一
元
論
を
取
る
。
し
か
も
、
そ

れ
を
本
来
的
に
生
成
論
・
理
気
論
を
ほ
と
ん
ど
展
開
し
て
い
な
い
陽
明
学
と
し

て
、
陽
明
学
を
語
る
場
に
お
い
て
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
陽
明
学
を
養
気

の
学
と
し
て
、「
氣
學
」
と
し
て
再
解
釈
し
抜
き
、
そ
れ
に
包
摂
し
て
い
く
の

で
あ
る
。
そ
の
意
図
に
つ
い
て
は
前
稿
で
も
論
じ
た
通
り
、
陽
明
学
を
奉
じ
る

者
が
心
＝
良
知
を
重
視
し
過
ぎ
る
こ
と
に
よ
っ
て
と
も
す
れ
ば
陥
る
「
心
學

0

0

な

ど
と
云
ふ
て
、
必
ず
心
を
捉
へ
、
つ
か
ま
へ
ん
と
す
る
謬
見
に
陷
る
に
至
る
」

（『
山
田
方
谷
全
集
』
六
四
四
頁
）
（
３
）
と
い
う
、
気
（
実
社
会
と
接
し
て
い
る
身

体
）
か
ら
分
離
し
た
「
心
」
と
い
う
も
の
を
仮
想
し
把
持
の
対
象
と
す
る
告
子

的
学
弊
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
は
朱
子
学
の
理
気
論
に
対
す
る

異
議
申
し
立
て
で
も
あ
り
得
る
。

　

方
谷
は
「
心
」
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
説
く
。
一
大
気
が
凝

固
す
る
と
、
人
の
形
体
や
物
が
形
成
さ
れ
る
。
す
る
と
そ
の
付
帯
現
象
と
し
て
、

必
然
的
に
そ
の
個
物
の
形
態
や
特
質
に
見
合
っ
た
運
動
や
働
き
、
あ
る
い
は
知

覚
の
作
用
が
起
っ
て
く
る
。
こ
の
純
粋
自
然
な
知
覚
運
動
は
「
條
理
」「
性
の

自
然
」、
あ
る
い
は
端
的
に
「
良
知
」
と
も
説
明
さ
れ
る
。
修
養
論
と
し
て
は
、

私
意
や
歪
曲
な
く
こ
の
自
然
の
知
覚
運
動
に
素
直
に
従
う
こ
と
が
眼
目
と
さ
れ

る
。
こ
の
知
覚
運
動
こ
そ
が
「
心
」
で
あ
り
、
決
し
て
気
か
ら
分
離
独
立
し
た

聖
域
に
鎮
座
し
て
い
る
も
の
な
ど
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
知
覚
運
動
（
心
）
と
は
、
千
差
万
別
た
る
形
体
に
即
し
て
自
然
に

生
じ
て
く
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
発
露
で
あ
る
知
覚
運
動
も
千
差
万
別
な
、

個
別
的
相
対
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
有
り
体
に
言
え
ば
、



一
〇
〇

個
体
の
相
違
の
数
だ
け
知
覚
運
動
に
相
違
が
出
で
、
多
様
な
条
理
が
創
造
さ
れ

る
こ
と
と
な
ろ
う
。
養
気
の
学
で
言
う
な
ら
ば
、
自
然
の
知
覚
運
動
と
は
良
知

と
同
義
で
あ
る
故
、
良
知
も
個
別
的
相
対
的
な
も
の
と
な
る
。

　

養
気
の
学
の
修
養
論
の
眼
目
は
、
既
述
の
よ
う
に
自
然
の
知
覚
運
動
を
私
智

な
ど
に
よ
っ
て
歪
曲
す
る
こ
と
な
く
、
ま
っ
す
ぐ
に
発
揮
し
て
い
く
こ
と
に
あ

る
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
「
卽
チ
一
氣
ノ
自
然
ノ
働
キ
ニ
任
セ
バ
、
コ
レ
ガ
直
ナ

リ
、
義
ナ
リ
。
細
カ
ニ
云
ヘ
バ
仁
ナ
リ
、
禮
ナ
リ
ト
分
レ
ル
モ
、
總
テ
云
ヘ
バ

義
ナ
リ
。
…
別
ニ
細
工
拵
ヘ
ヲ
ナ
ス
ニ
及
バ
ズ
、
只
自
然
ノ
働
キ
通
リ
ニ
行
キ

之
ヲ
害
ス
ル
ナ
ケ
レ
バ
、
直
ニ
義
ニ
當
ル
ナ
リ
。」（『
全
集
』
七
七
〇
頁
）
と

述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
道
徳
的
行
為
と
見
な
さ
れ
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
相
対

的
個
別
的
知
覚
運
動
が
相
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
に
公
共
性
道
徳
性
を

持
つ
と
は
、
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
相
対
的
個
別

的
知
覚
運
動
と
は
い
か
な
る
性
格
を
持
つ
も
の
な
の
か
。
い
ま
一
歩
考
究
す
る

余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
太
虚
な
る
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
を

手
が
か
り
と
し
て
、
改
め
て
知
覚
運
動
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
、
さ
ら
に
古

参
の
門
弟
・
三
島
中
洲
を
取
り
上
げ
て
養
気
の
学
の
特
性
に
つ
い
て
掘
り
下
げ

た
い
。

　

行
論
の
手
順
と
し
て
は
、
第
一
節
に
お
い
て
養
気
の
学
の
基
本
構
造
を
再
確

認
し
、
第
二
節
に
お
い
て
方
谷
思
想
に
お
け
る
太
虚
概
念
の
梗
概
、
加
え
て
そ

の
役
割
と
機
能
に
つ
い
て
瞥
見
し
、
第
三
節
に
お
い
て
『
易
経
』
の
講
義
録
で

あ
る
『
周
易
上
經
聽
記
』
を
用
い
て
そ
の
思
考
図
式
を
分
析
し
、
第
四
節
に
お

い
て
門
弟
で
あ
る
三
島
中
洲
の
思
想
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
継
承

の
実
態
に
つ
い
て
述
べ
る
。
以
上
の
手
続
き
を
経
て
結
ぶ
こ
と
の
で
き
る
養
気

の
学
の
像
を
結
論
と
し
て
ま
と
め
た
い
。

一
、
養
気
の
学
の
基
本
構
造

　

以
降
、
や
や
概
説
的
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
養
気
の
学
の
基
本
構
造
を
確
認
し

て
お
き
た
い
。

　

養
気
の
学
は
、
万
物
の
在
り
様
や
生
成
、
認
識
、
運
動
等
、
す
べ
て
を
気
の

生
々
活
発
な
作
用
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
で
も
っ
て
全
存
在
を
覆
っ
て
い
き
、
気

に
先
行
す
る
概
念
と
し
て
の
「
理
」
を
完
全
に
否
定
す
る
「
気
一
元
論
」
を
、

そ
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
と
す
る
。
ま
ず
、
そ
の
生
成
論
よ
り
検
討
し
て
い
く
。

　

氣
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
、
天
地
間
萬
物
皆
一
大
氣
ナ
リ
。
ソ
レ
ヲ
分
ク
レ
バ
天

地
ト
ナ
リ
、
又
小
分
セ
バ　

萬
物
ト
ナ
ル
、
コ
レ
ヲ
引
總
ブ
レ
バ
一
大
氣
ナ

リ
。
人
ノ
體
モ
、
氣
ガ
結
ボ
レ
テ
形
ト
ナ
ル
ナ
リ
。（『
全
集
』
七
五
六
頁
）

　

夫
レ
天
地
間
ハ
一
大
元
氣
ノ
ミ
、
何
モ
他
物
ア
ラ
ン
ヤ
。
天
地
ト
云
ヘ
バ

限
ル
ヤ
ウ
ナ
レ
ド
モ
惣
體
形
ノ
ナ
キ
モ
ノ
皆
天
ナ
リ
、
地
下
ニ
穴
ヲ
掘
ル
ト

モ
、
穴
ノ
中
何
モ
無
キ
處
天
ナ
リ
、
形
ア
ル
モ
ノ
皆
地
ナ
リ
、
空
中
鳥
ノ
居

ル
處
モ
地
ナ
リ
。
又
形
ア
ル
大
地
球
日
月
星
辰
萬
物
皆
氣
ナ
リ
、
是
ヲ
引
總

テ
言
ヘ
バ
一
大
元
氣
ナ
リ
。
…
萬
物
ハ
皆
コ
ノ
氣
ノ
凝
結
ス
ル
ナ
リ
。
其
萬

物
ヲ
分
ク
レ
バ
禽
獸
草
木
山
川
河
海
ト
ナ
ル
モ
皆
氣
ナ
リ
。
夫
々
形
ニ
從
テ

働
キ
ガ
ア
ル
、
人
間
ト
イ
ウ
モ
ソ
ノ
中
ノ
モ
ノ
ナ
リ
。（『
全
集
』
七
六
八

頁
）
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方
谷
は
ま
ず
「
天
地
間
萬
物
」、
つ
ま
り
、
全
世
界
・
全
宇
宙
・
全
物
質
は
、

活
溌
溌
地
と
し
て
運
動
流
行
し
て
止
ま
る
こ
と
の
な
い
一
つ
の
気
、「
一
大

氣
」「
一
大
元
氣
」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
な
か
で
、「
一
大
氣
」
が
固
形
化
し

て
い
な
い
無
形
の
気
を
「
天
」
と
い
い
、
固
形
化
し
て
い
る
有
形
の
気
を

「
地
」
と
い
う
。
そ
し
て
更
に
細
見
し
て
い
く
と
、
禽
獣
草
木
や
人
間
と
い
っ

た
万
物
そ
れ
ぞ
れ
の
区
別
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

惣
體
一
大
元
氣
ガ
自
然
ニ
運
動
シ
テ
、
ソ
レ
ガ
結
ン
デ
萬
物
ト
ナ
ル
。
萬

物
ト
ナ
レ
バ
、
其
形
ニ
從
ウ
テ
運
動
ガ
ア
ル
。
其
形
ノ
中
デ
モ
、
其
レ
ゝ
運

動
ガ
差
ウ
。
目
ハ
物
ヲ
見
、
足
ハ
歩
行
シ
、
耳
ハ
聲
ヲ
聞
キ
、
手
ハ
物
ヲ
取

ル
、
各
々
運
動
ガ
異
ル
。
此
ノ
如
ク
一
身
中
デ
モ
ソ
レ
ゝ
運
動
ガ
差
ウ
、
況

ヤ
形
ノ
異
ル
モ
ノ
ヲ
ヤ
。
故
ニ
人
間
ト
生
レ
バ
、
人
間
丈
ノ
運
動
ガ
ア
ル
、

是
皆
大
氣
ノ
運
動
ナ
リ
。（『
全
集
』
七
六
八
頁
）

　

一
大
気
の
凝
固
に
よ
っ
て
一
つ
の
物
質
が
形
成
さ
れ
る
と
、
そ
の
付
帯
現
象

と
し
て
、
必
然
的
に
そ
の
個
物
の
形
態
や
特
質
に
見
合
っ
た
運
動
や
働
き
、
あ

る
い
は
知
覚
の
作
用
が
起
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
当
然
、
い
か
な
る
物
質
よ
り
生

起
す
る
か
に
よ
っ
て
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
山
な
ら
山
の
、
河
な
ら

河
の
、
禽
獣
な
ら
禽
獣
の
知
覚
運
動
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
人

間
に
も
、
人
間
と
し
て
の
「
形
」
を
持
っ
て
凝
結
し
て
き
た
以
上
、
人
間
と
し

て
の
活
発
な
知
覚
運
動
が
あ
る
訳
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
心
」
で
あ
る
。

　

人
ノ
體
モ
、
氣
ガ
結
ボ
レ
テ
形
ト
ナ
ル
ナ
リ
。
其
知
覺
運
動
ス
ル
ガ
心
ナ

リ
。（『
全
集
』
七
五
六
頁
）

　

こ
の
心
も
、
物
体
が
凝
固
し
て
以
後
、
事
後
的
に
発
動
し
て
く
る
も
の
で
あ

る
が
故
に
、
無
論
、
気
の
範
疇
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
心
と
い
う
の
も
、
気0

の0

生
々
活
発
な
働
き
で
あ
る
と
こ
ろ
の
知
覚
運
動
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
自
然
か
つ
正
常
な
知
覚
運
動
＝
心
は
、
養
気
の
学
に
と
っ
て
肝
心
要
と
な

る
。
彼
の
営
為
は
す
べ
て
、
い
か
に
し
て
こ
の
自
然
の
知
覚
運
動
を
実
現
す
る

か
と
い
う
こ
と
に
傾
注
せ
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
。
方
谷
は
、

　

大
氣
ガ
結
ボ
レ
テ
形
ヲ
ナ
セ
バ
、
自
然
形
ニ
從
ウ
テ
知
覺
運
動
ガ
ア
ル
、

其
ノ
知
覺
ス
ル
通
リ
ニ
行
キ
、
私
シ
モ
細
工
モ
セ
ヌ
ノ
ガ
自
然
ニ
行
ク
ナ
リ
。

（『
全
集
』
七
六
〇
頁
）

と
述
べ
、
ま
た
『
中
庸
』「
子
曰
道
不
遠
人
」
節
の
講
釈
で
、

　

形
の
自
然
に
從
へ
ば
知
覺
運
動
の
働
き
は
直
に
道
な
り
。
故
に
實
は
人
の

形
の
爲
す
處
は
直
に
道
な
れ
ど
も
、
不
レ
遠
と
云
ふ
は
聖
人
の
寛
語
な
り
。

（『
全
集
』
六
九
五
頁
）

と
述
べ
、
語
録
に
は
、

　

先
師
方
谷
先
生
、
常
示
及
門
之
諸
子
曰
、
理
者
氣
中
之
條
理
。
順
一
氣
之

自
然
、
卽
天
理
也
。
氣
之
外
非
有
理
矣
。

（
先
師
方
谷
先
生
は
い
つ
も
、
入
門
し
て
き
た
諸
子
に
教
示
し
て
お
っ
し
ゃ

ら
れ
て
い
た
。「
理
と
は
、
気
中
の
条
理
で
あ
る
。
一
気
の
自
然
な
働
き
に

従
う
の
が
、
す
な
わ
ち
天
理
で
あ
る
。
気
以
外
に
別
に
理
が
あ
る
の
で
は
な

い
。」）（『
全
集
』
八
二
八
頁
）

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
身
の
形
体
よ
り
生
じ
る
自
然
で
内
発
的
な
知
覚
運
動
の

作
用
と
い
う
も
の
を
妨
害
せ
ず
、
そ
れ
に
素
直
に
従
え
と
言
う
の
で
あ
る
。
知

覚
運
動
の
自
然
に
従
う
こ
と
―
―
山
田
方
谷
の
養
気
の
学
の
眼
目
は
正
し
く
こ



一
〇
二

こ
に
あ
る
。
そ
し
て
、

　

自
然
ニ
養
フ
ト
言
フ
モ
別
ニ
工
夫
ヲ
ナ
ス
ニ
非
ズ
、
只
其
害
サ
ヘ
除
却
ス

レ
バ
、
後
ハ
手
ヲ
着
ケ
ル
ニ
及
バ
ズ
、
自
然
ト
ナ
ル
ナ
リ
。
謂
ハ
ユ
ル
養
氣

ト
云
フ
モ
ノ
ハ
、
害
ヲ
去
ル
ノ
ミ
、
コ
レ
ガ
養
氣
ナ
リ
、
學
問
工
夫
ナ
リ
。

…
故
ニ
害
ト
云
フ
ハ
、
養
ノ
ヤ
リ
損
イ
ナ
リ
。
ソ
ノ
ヤ
リ
損
イ
ト
イ
フ
ハ
、

拵
エ
事
細
工
ガ
ア
ツ
テ
、
自
然
ノ
運
動
ニ
行
カ
ザ
レ
バ
ナ
リ
。（『
全
集
』

七
六
九
頁
）

と
述
べ
る
よ
う
に
、
か
か
る
自
然
の
知
覚
運
動
の
流
れ
を
邪
魔
す
る
「
拵
エ
事

細
工
」
と
い
う
私
意
私
欲
の
「
害
」
を
除
去
し
、
そ
れ
を
自
然
の
状
態
に
復
さ

し
め
る
こ
と
こ
そ
が
「
學
問
工
夫
」
の
本
領
で
あ
り
具
体
的
な
内
容
に
な
る
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
資
料
に
よ
っ
て
「
直
養
」〈『
孟
子
養
氣
章
講
義
』、『
孟
子

養
氣
章
或
問
圖
解
』〉
あ
る
い
は
「
誠
意
」〈『
古
本
大
學
講
義
』、『
中
庸
講
筵

録
』
等
〉、
ま
た
は
「
格
物
」〈『
古
本
大
學
講
義
』、『
師
門
問
辨
録
』
等
〉
と

呼
称
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
知
覚
運
動
を
自
然
化
し
さ
え

す
れ
ば
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、

　

卽
チ
一
氣
ノ
自
然
ノ
働
キ
ニ
任
セ
バ
、
コ
レ
ガ
直
ナ
リ
、
義
ナ
リ
。
細
カ

ニ
云
ヘ
バ
仁
ナ
リ
、
禮
ナ
リ
ト
分
レ
ル
モ
、
總
テ
云
ヘ
バ
義
ナ
リ
。
人
ノ
形

ノ
出
來
ル
ヤ
否
ヤ
、
親
子
ト
云
フ
モ
ノ
ガ
ア
ル
、
サ
ス
レ
バ
親
子
ノ
筋
卽
チ

義
ト
云
フ
モ
ノ
ガ
ア
ル
。
兄
弟
ナ
ラ
バ
、
兄
弟
ノ
筋
來
チ
義
ガ
ア
ル
。
君
臣

ナ
ラ
バ
、
君
臣
ノ
筋
卽
チ
義
ガ
ア
ル
。
其
外
日
用
常
行
皆
義
ガ
ア
ル
。
一
ツ

一
ツ
其
作
法
通
リ
ニ
行
ヒ
サ
ヘ
ス
レ
バ
其
ガ
直
ニ
義
ト
ナ
ル
。
別
ニ
細
工
拵

ヘ
ヲ
ナ
ス
ニ
及
バ
ズ
、
只
自
然
ノ
働
キ
通
リ
ニ
行
キ
之
ヲ
害
ス
ル
ナ
ケ
レ
バ
、

直
ニ
義
ニ
當
ル
ナ
リ
。（『
全
集
』
七
七
〇
頁
）

　

そ
の
公
共
性
倫
理
性
は
約
束
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
道
徳
的
行
為
も
、

そ
の
根
拠
を
な
し
て
い
る
と
さ
れ
る
の
は
飽
く
ま
で
も
「
形
」
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
、
以
下
の
資
料
を
挙
げ
て
今
一
度
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　

其
の
孔
子
の
言
は
る
ゝ
仁
は
直
に
人
の
形
は
皆
仁

0

0

0

0

0

0

と
云
ひ
て
宜
し
。
形
仁

な
れ
ば
形
の
働
く
處
皆
仁
と
云
ひ
て
宜
し
。
形
仁
な
れ
ば
形
の
働
く
處
皆
仁

な
り
。
是
れ
滿
腔
子
惻
隱
の
心
と
云
ふ
是
な
り
。
是
れ
大
氣
の
結
べ
る
形
の

自
然
な
り
。
そ
こ
よ
り
し
て
惻
隱
の
心
萬
物
と
同
じ
く
一
に
な
る
。
是
れ
人

の
妙
な
る
處
な
り
。（『
全
集
』
七
一
一
頁
）

　

と
こ
ろ
で
、
気
の
凝
結
の
あ
り
方
に
よ
り
人
や
物
の
形
体
は
千
差
万
別
と
な

る
。
そ
れ
は
、

在
人
亦
聖
賢
各
有
剛
柔
之
別
、
非
一
定
之
氣
。
唯
順
其
氣
之
自
然
、
無
些
子

之
執
滯
、
則
條
理
自
生
矣
。（
人
間
で
あ
っ
て
も
同
様
、
聖
賢
に
そ
れ
ぞ
れ

剛
柔
の
差
異
が
あ
り
、
そ
の
気
は
同
一
で
は
な
い
〔
発
動
の
仕
方
も
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
〕。
た
だ
気
の
自
然
の
働
き
に
従
い
、
少
し
の
滞
り
も
な
け
れ
ば
、

条
理
は
自
ず
と
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。）（『
全
集
』
八
三
二
頁
）

　

と
言
わ
れ
る
通
り
、
類
を
同
じ
く
す
る
も
の
同
士
で
も
相
違
が
あ
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
形
体
に
即
し
て
発
動
す
る
と
さ
れ
る
知
覚
運
動
、
条
理

も
千
差
万
別
な
、
個
別
的
相
対
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い（
４
）。
自
然
の
知

覚
運
動
は
気
の
稟
受
の
度
合
い
や
形
態
に
よ
り
、
各
人
各
様
、
無
限
の
多
様
性

を
予
想
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
人
は
予
め
設
定
さ
れ
た
一
つ
の
規
格
に
自
ら

を
は
め
込
む
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
知
覚
運
動
に
従
っ
て
い
き
さ
え
す
れ
ば
よ
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い
の
だ
。
た
だ
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
各
々
が
各
々
の
自
然
の
有
り
様
に

従
え
と
い
う
だ
け
で
は
、
た
と
え
「
拵
エ
事
細
工
」
と
い
う
私
意
私
欲
を
除
く

こ
と
を
条
件
と
し
た
と
し
て
も
、
単
な
る
現
状
の
追
認
に
終
わ
り
は
し
な
い
か

と
い
う
懸
念
で
あ
る
。
ま
た
、
自
然
の
知
覚
運
動
は
そ
の
ま
ま
で
同
時
に
倫
理

性
道
徳
性
を
持
つ
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
個
々
に
応
じ
て
相
対
的
特
殊
的
で
あ

る
こ
と
と
矛
盾
な
く
成
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
節
以
降
で
は
、
太
虚
概

念
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
を
考
え
て
い
き
た
い
。

二
、
太
虚
の
持
つ
機
能
と
役
割

　

山
田
方
谷
の
太
虚（
５
）に
つ
い
て
は
、
従
来
あ
ま
り
立
ち
入
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た（
６
）。
だ
が
、
方
谷
思
想
の
全
体
像
を
考
え
る
上
で
、
太
虚
の
存
在

は
見
落
と
せ
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
養
気
の
学
の
主
眼
で
あ
る

自
然
の
知
覚
運
動
の
理
論
は
、
太
虚
に
よ
っ
て
明
確
に
基
礎
付
け
が
な
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
節
で
は
太
虚
が
養
気
の
学
に
お
い
て
果
た
し
て
い
る
役

割
と
機
能
を
分
析
し
た
い
。
太
虚
は
周
知
の
如
く
『
荘
子
』
知
北
遊
篇
を
初
出

と
し
、
中
国
近
世
儒
教
に
お
い
て
は
北
宋
の
張
載
を
経
て
明
代
以
降
、
盛
ん
に

使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る（
７
）。
日
本
に
お
い
て
は
、
特
に
中
江
藤

樹
、
熊
沢
蕃
山
、
大
塩
平
八
郎
ら
に
お
い
て
は
太
虚
の
強
調
が
顕
著
に
見
ら
れ
、

そ
れ
は
し
ば
し
ば
日
本
陽
明
学
の
特
徴
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
本
来

な
ら
ば
山
田
方
谷
の
太
虚
観
を
検
討
す
る
前
に
、
方
谷
に
至
る
ま
で
の
日
本
・

中
国
双
方
の
思
想
史
上
の
太
虚
解
釈
を
時
系
列
的
に
跡
付
け
る
必
要
が
あ
ろ
う

が
、
た
だ
い
ま
の
時
点
で
の
筆
者
の
手
に
余
る
た
め
後
考
に
俟
つ
こ
と
と
し
、

こ
こ
で
は
方
谷
の
使
用
す
る
太
虚
概
念
に
絞
っ
て
の
叙
述
と
し
た
い
。

　

方
谷
が
太
虚
を
語
る
際
に
は
、
宇
宙
論
と
し
て
の
太
虚
と
、
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
心
性
論
に
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
人
心
の
太
虚
と
を
混
用
し
て
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
。
そ
こ
に
通
底
す
る
基
本
的
性
格
を
一
口
に
言
う
な
ら
ば
、

個
々
の
形
体
や
物
質
を
超
越
し
た
、
ま
る
で
真
空
の
如
き
「
何
も
無
き
も
の
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
中
庸
」
の
字
解
を
し
つ
つ
、
方
谷
は
以
下
の

よ
う
に
説
く
。

　

不
偏
不
倚
の
實
は
、
虚
の
何
も
無
き
も
の
な
り
。
故
に
中
と
は
何
も
無
い

太
虚
、
卽
ち
心
體
を
云
ひ
、
庸
と
は
何
も
無
き
太
虚
と
一
な
る
心
の
物
に
滯

ら
ず
、
生
々
事
物
を
生
じ
て
息
ま
ざ
る
處
、
天
地
有
ら
ん
限
り
易
ら
ざ
る
故

庸
と
は
云
ふ
な
り
。
…
今
夫
れ
中
庸
を
天
地
に
言
へ
ば
、
太
虚
を
中
と
云
ひ
、

其
の
生
々
萬
物
を
發
育
し
、
物
に
結
ん
で
息
ま
ざ
る
を
庸
と
云
ふ
、
中
の
名

は
か
た
よ
ら
ず
、
よ
り
か
ゝ
ら
ぬ
よ
り
起
る
（
。）
庸
の
名
は
萬
世
不
易
よ

り
起
る
。
…
太
虚
よ
り
言
へ
ば
、
死
生
の
分
か
つ
可
き
な
し
。
太
虚
は
唯

生
々
人
獸
草
木
等
を
生
ず
。
故
に
形
の
死
す
る
は
、
太
虚
よ
り
言
へ
ば
、

生
々
と
し
て
發
育
す
る
な
り
。
是
れ
即
ち
不
易
な
り
。
故
に
人
で
言
へ
ば
、

心
は
卽
ち
太
虚
な
り
。
而
し
て
感
應
息
ま
ざ
る
な
り
。
若
し
七
情
の
形
跡
に

滯
れ
ば
、
感
應
が
息
む
な
り
。
故
に
何
に
も
な
き
太
虚
の
心
よ
り
感
應
し
、

七
情
に
滯
ら
ざ
れ
ば
生
々
息
ま
ず
。（『
全
集
』
六
七
二
頁
）

　

予
め
定
め
ら
れ
固
定
化
さ
れ
た
何
者
も
な
い
、「
何
も
無
き
も
の
」
で
あ
る

が
故
に
、
か
え
っ
て
絶
え
間
な
く
天
地
万
物
を
生
出
発
育
し
続
け
、
人
に
つ
い



一
〇
四

て
言
え
ば
、
知
覚
運
動
（
感
応
）
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
れ

は
、吾

氣
浩
然
同
太
虚
、
何
曾
半
點
落
形
軀
。
纔
持
私
見
分
彼
我
、
究
竟
鍜
成
小

丈
夫
。

（
わ
が
気
は
盛
大
で
あ
っ
て
、
太
虚
と
一
体
で
あ
り
、
い
さ
さ
か
で
も
個
々

の
肉
体
に
落
ち
込
む
こ
と
な
ど
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
少
し
で
も
私
見
を
持

し
自
他
を
区
別
し
た
な
ら
ば
、
結
局
は
小
人
物
を
作
り
あ
げ
る
だ
け
だ
。）

（「
示
諸
生
」
三
首
・
三
、『
全
集
』
四
二
二
頁
）

　

と
い
う
漢
詩
が
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
個
別
の
物
質
と
し
て
の
肉

体
を
遙
か
に
超
出
し
、
現
実
界
の
差
別
相
に
ま
っ
た
く
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
、
あ
る
意
味
で
形
而
上
的
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
誠
意
」
の
解

説
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

又
誠
と
は
何
に
も
な
き
大
虚
の
處
よ
り
自
然
な
り
に
來
る
も
の
に
て
、
人

は
其
大
虚
に
立
ち
返
る
を
要
す
。
大
虚
に
て
意
は
如
何
な
る
も
の
か
と
云
へ

ば
彼
の
日
月
星
辰
の
生
ず
る
始
め
が
意
な
り
。
人
間
に
て
云
へ
ば
、
物
に
觸

れ
感
應
せ
ぬ
前
が
大
虚
に
て
、
其
の
大
虚
に
感
應
の
物
が
生
じ
て
來
る
は
是

意
な
り
、
意
の
出
づ
る
處
是
を
自
然
と
云
ふ
、
卽
造
物
者
の
物
を
造
る
始
め

な
り
。
例
せ
ば
鳥
の
飛
び
獸
の
走
り
草
木
と
花
を
開
く
皆
自
然
な
り
、
其
自

然
な
り
に
行
く
を
良
知
良
心
と
云
ふ
。
然
れ
ど
も
物
の
形
に
落
つ
る
と
是
非

病
を
生
ず
る
も
の
に
て
、
自
然
な
り
に
行
か
ぬ
こ
と
多
し
、
是
は
形
か
ら
病

を
生
ず
る
な
り
。
故
に
形
よ
り
來
る
病
を
取
り
の
く
れ
ば
、
本
の
大
虚
自
然

に
反
り
、
卽
誠
意
な
り
、
故
に
物
に
は
固
と
悪
と
云
ふ
も
の
な
し
、
形
に
落

ち
て
後
始
て
善
悪
の
名
を
生
ず
、
形
に
落
ち
ざ
る
前
は
唯
大
虚
に
て
、
何
物

も
な
し
、
此
處
を
自
然
と
云
ふ
卽
無
善
無
悪
の
謂
な
り
。
是
を
以
て
自
然
よ

り
來
れ
ば
善
と
云
ひ
、
形
軀
上
よ
り
來
れ
ば
悪
と
云
ふ
。
唯
だ
其
悪
を
去
り
、

自
然
な
り
に
行
く
や
う
に
す
る
が
、
大
學
工
夫
の
大
切
な
る
處
に
て
、
其
要

は
意
を
誠
に
す
る
よ
り
外
な
し
。（『
全
集
』
六
一
五
頁
）

　

悪
の
原
因
は
形
体
（
肉
体
的
自
己
）
に
帰
さ
れ
る
。
自
然
の
知
覚
運
動
に

従
っ
て
お
り
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
で
善
で
あ
る
が
、
現
実
と
し
て
個
別
的

形
体
が
生
成
さ
れ
る
と
私
意
や
私
智
―
―
「
拵
エ
事
細
工
」（『
全
集
』
七
六
九

頁
）
―
―
と
い
っ
た
「
病
」
を
生
じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
然
の
知
覚
運
動
を
歪

曲
し
、
発
動
を
妨
げ
る
の
で
あ
る
。
太
虚
は
悪
因
と
な
っ
て
い
る
個
々
の
形
体

の
遙
か
上
方
に
悠
然
と
し
て
超
脱
し
て
い
る
存
在
で
あ
る
。
為
学
者
は
不
断
に

自
己
の
形
体
に
で
は
な
く
、
そ
れ
を
遙
か
に
超
出
し
た
太
虚
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、

そ
こ
に
立
ち
返
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。「
此
大
虚
の
何
物
も
な
き
處
よ
り
、

自
然
に
感
應
し
來
る
も
の
に
非
ざ
れ
ば
、
眞
の
物
に
非
ず
。
卽
亦
誠
意
に
非
ざ

る
な
り
。」（『
全
集
』
六
一
七
頁
）
そ
の
太
虚
か
ら
響
き
来
る
知
覚
運
動
こ
そ

が
、
人
が
委
順
し
て
い
く
べ
き
自
然
の
、
私
意
私
智
に
よ
っ
て
撓
め
ら
れ
汚
さ

れ
て
い
な
い
、
純
粋
至
善
な
る
知
覚
運
動
な
の
で
あ
る
。
先
に
、
養
気
の
学
の

修
養
論
の
眼
目
は
、
私
意
や
歪
曲
な
く
自
然
の
知
覚
運
動
に
素
直
に
従
う
こ
と

に
あ
る
と
述
べ
た
が
、
こ
の
自
然
性
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
な
し
て
い
る
も

の
こ
そ
が
、
太
虚
な
の
で
あ
る
。
方
谷
が
自
然
の
知
覚
運
動
を
語
る
と
き
、
た

と
え
そ
こ
に
太
虚
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
背
後
に
は
そ

れ
を
支
え
る
も
の
と
し
て
の
太
虚
が
常
に
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ



山
田
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き
で
あ
る
。
方
谷
は
「
形
の
自
然
に
從
へ
ば
知
覺
運
動
の
働
き
は
直
に
道
な

り
。」（『
全
集
』
六
九
五
頁
）
と
は
言
う
も
の
の
、
実
際
に
は
「
形
」
を
貫
通

し
来
た
っ
た
太
虚
か
ら
の
感
応
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
方
谷
の
知
覚
運
動

理
論
は
二
段
階
構
造
を
取
る
。
無
形
の
太
虚
か
ら
発
出
投
射
さ
れ
た
純
粋
な
感

応
が
形
体
（
肉
体
的
自
己
）
に
達
し
、
そ
こ
を
ま
っ
す
ぐ
に
貫
通
す
る
か
た
ち

で
知
覚
運
動
し
て
い
く
と
い
う
構
造
で
あ
る
。

　

と
は
言
え
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
現
実
に
生
起
し
て
く
る
知
覚
運
動
は
形
体

に
即
し
て
発
出
し
た
条
理
で
あ
り
、
多
種
多
様
で
相
対
的
個
別
的
な
も
の
で
あ

る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
と
、
そ
れ
ら
が
共
通
し
て
太
虚
と
い
う

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
有
し
て
い
る
こ
と
と
は
矛
盾
し
な
い
。『
中
庸
』「
子
曰
、

天
下
國
家
可
均
也
。
爵
録
可
辭
也
。
白
刃
可
踏
也
。
中
庸
不
可
能
也
。」
節
の

講
釈
中
、
方
谷
は
太
虚
と
形
体
（
気
質
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

指
摘
し
て
い
る
。

　

知
覚
運
動
の
形
氣
は
氣
質
な
れ
ば
、
之
を
離
れ
て
な
す
可
き
事
な
し
。
故

に
氣
質
の
長
ず
る
處
に
私
さ
へ
無
け
れ
ば
宜
し
。
天
下
を
均
し
う
す
る
も
、

太
虚
の
自
然
の
感
應
に
て
、
其
の
氣
質
の
近
き
處
に
一
番
に
感
じ
て
、
天
下

を
も
平
治
す
れ
ば
、
矢
張
中
庸
な
り
。（『
全
集
』
六
八
六
頁
）

　

形
体
か
ら
生
起
す
る
個
別
的
相
対
的
な
知
覚
運
動
も
、
そ
れ
を
妨
げ
る

「
私
」
さ
え
な
け
れ
ば
、
太
虚
か
ら
来
る
「
自
然
の
感
應
」
そ
の
ま
ま
の
発
揮

で
あ
る
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
本
節
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
太
虚
は

「
何
も
無
き
も
の
」
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
本
質
と
す
る
。
予
め
措
定
さ
れ
た
も

の
は
何
も
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
故
に
、
そ
こ
か
ら
発
射
さ
れ
る
感
応
も
、
い

か
な
る
形
体
・
気
質
で
あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
の
か
に
よ
っ
て

自
ず
と
千
差
万
別
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
太
虚
よ
り
響
い
て

く
る
感
応
も
、
現
実
に
知
覚
運
動
と
し
て
顕
現
す
る
際
に
は
必
然
的
に
相
対
的

特
殊
的
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
太
虚
と
い
う
概
念
は
知
覚
運
動
の
相
対
性

と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
そ
れ
を
正
当
化
し
保
証
す
る
役
割
を
持
つ

の
で
あ
る
。

　

同
時
に
、
儒
教
的
名
教
的
徳
目
に
も
合
致
す
る
と
さ
れ
る
自
然
の
知
覚
運
動

の
公
共
性
倫
理
性
の
保
証
と
な
っ
て
い
る
の
も
や
は
り
、
そ
の
裏
面
に
控
え
て

い
る
太
虚
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
方
谷
は
個
別
の
形
体
を
国
家
に
擬

え
て
次
の
よ
う
に
説
与
す
る
。

　

若
し
も
眞
の
大
虚
よ
り
發
す
れ
ば
、
大
公
至
正
、
時
に
應
じ
處
に
應
じ
て

自
然
の
法
則
が
出
で
來
り
て
、
眞
の
格
物
誠
意
が
で
き
る
な
り
。
凡
そ
人
は

形
を
結
べ
ば
必
ず
至
善
の
知
覺
を
有
す
。
其
知
覺
は
形
以
前
の
知
覺
、
即
ち

世
界
萬
國
の
生
ぜ
ぬ
以
前
の
知
覺
な
れ
ば
、
又
萬
國
の
知
覺
と
謂
ふ
べ
く
、

卽
ち
上
に
云
へ
る
萬
物
一
體
の
知
な
り
。
之
に
反
し
て
支
那
と
云
ふ
國
が
で

き
れ
ば
、
支
那
の
知
覺
に
な
る
、
支
那
の
知
覺
に
な
れ
ば
、
一
國
に
落
ち
た

る
知
覺
に
て
、
既
に
私
な
り
。
或
る
一
國
に
落
ち
ぬ
知
覺
な
れ
ば
、
水
の
下

に
流
る
る
如
き
知
覺
に
て
、
眞
誠
の
知
覺
な
り
。
此
知
覺
な
れ
ば
、
世
界
萬

國
に
行
く
と
も
差
し
支
ゆ
る
こ
と
な
し
。（『
全
集
』
六
二
二
頁
）

　
「
私
」
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
、
ひ
い
て
は
自
然
の
知
覚
運
動
を
拒
絶
歪

曲
し
て
人
倫
に
悖
っ
て
し
ま
う
の
は
、「
一
國
に
落
ち
た
る
知
覺
」
＝
太
虚
と

絶
縁
し
た
一
個
物
と
し
て
の
私
的
知
覚
に
従
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
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逆
に
言
え
ば
、「
一
國
に
落
ち
ぬ
知
覺
」
＝
太
虚
か
ら
流
出
し
来
た
る
至
純
な

る
知
覚
運
動
に
従
い
さ
え
す
れ
ば
「
私
」
に
堕
す
こ
と
な
く
、
そ
の
行
動
は
自

ず
と
「
大
公
至
正
」
と
な
る
。
そ
し
て
そ
の
知
覚
運
動
は
「
世
界
萬
國
に
行
く

と
も
」
通
用
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
点
、
多
様
な
国
柄
の
相
違

を
超
え
て
な
お
、
そ
の
根
底
に
は
一
貫
し
た
道
が
あ
る
の
だ
と
い
う
方
谷
の
ナ

イ
ー
ブ
な
確
信
が
垣
間
見
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
個
体
を
超
越
し
た
太
虚
は
現
実
界
に
実
際
に
発
揮
さ
れ
る

自
然
の
知
覚
運
動
の
背
後
に
あ
っ
て
、
そ
の
公
共
性
倫
理
性
を
支
え
る
働
き
を

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
個
々
の
知
覚
運
動
は
相
対
的
個
別
的
で
あ
り
な
が
ら
も
、

「
無
私
の
太
虚
」（『
全
集
』
六
八
四
頁
）「
自
然
の
太
虚
の
私
な
き
處
」（『
全

集
』
六
八
六
頁
）
を
発
信
源
と
し
て
い
る
が
た
め
に
私
的
一
個
物
の
知
覚
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
相
対
的
個
別
的
な
ま
ま
で
同
時
に
公
共
性
・
倫
理
性
を

持
つ
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
始
め
て
、
自
然
の
知
覚
運
動
の
別
表
現
で
も
あ
る
か

の
良
知
も
、
相
対
的
特
殊
的
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
純
粋
性
を
保
持
し
、
公

共
的
倫
理
的
た
り
う
る
の
で
あ
る
。

　

太
虚
の
役
割
と
機
能
に
つ
い
て
こ
こ
ま
で
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。
太
虚

は
予
め
設
定
さ
れ
た
基
準
や
枠
組
み
等
な
く
、「
何
も
無
き
も
の
」
を
基
本
的

性
格
と
し
て
い
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
の
感
応
は
必
然
的
に
形
体
そ
の
も
の
の
性

質
や
そ
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
よ
っ
て
千
差
万
別
な
も
の
と
な
る
。
そ
の
意

味
で
、
知
覚
運
動
の
相
対
性
特
殊
性
を
保
証
す
る
。
ま
た
同
時
に
、
太
虚
は
形

体
を
超
出
し
て
い
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
来
る
自
然
の
知
覚
運
動
は
肉
体
的
自
己

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
悪
の
根
源
た
る
「
私
」
に
陥
る
こ
と
も
な
い
。

従
っ
て
、「
公
明
正
大
」
で
あ
る
。
か
よ
う
に
し
て
、
太
虚
は
知
覚
運
動
の
公

共
性
倫
理
性
を
も
保
証
す
る
の
で
あ
る
。
養
気
の
学
に
お
け
る
知
覚
運
動
の
相

対
性
個
別
性
と
公
共
性
倫
理
性
と
の
同
時
併
存
は
、
太
虚
概
念
に
光
を
当
て
て

こ
そ
よ
り
ク
リ
ア
に
理
解
で
き
る
と
筆
者
が
考
え
る
所
以
で
あ
る
。

三
、『
周
易
上
經
聽
記
』
に
見
る
乾

−

坤
卦
観

　

山
田
方
谷
の
養
気
の
学
は
、
ま
ず
形
体
を
超
越
し
た
太
虚
か
ら
発
出
し
た
純

粋
な
感
応
が
形
体
（
為
学
者
）
に
達
し
、
次
い
で
形
体
が
そ
れ
を
拒
絶
歪
曲
す

る
こ
と
な
く
、
素
直
に
そ
れ
を
知
覚
運
動
と
し
て
発
揮
す
る
こ
と
を
公
共
性
倫

理
性
成
立
の
条
件
と
し
て
い
る
。
養
気
の
学
の
知
覚
運
動
の
理
論
は
か
よ
う
な

二
段
階
構
造
を
取
る
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
方
谷
の
『
易
経
』
乾
坤
卦
解
釈
の

検
討
を
通
じ
、
実
際
の
知
覚
運
動
の
裏
に
無
形
の
超
越
的
原
理
が
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
の
傍
証
と
し
た
い
。

　

二
松
学
舎
大
学
附
属
図
書
館
に
『
山
田
方
谷
全
集
』
未
収
の
『
方
谷
先
生
講

説　

周
易
上
經
聽
記
』（
鈔
本
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
右
隅
に
「
山
口

美
道
氏
よ
り
借
り
寫
す
／
大
正
十
二
年
七
月
」
と
墨
書
す
る
。
体
裁
と
し
て
は

『
易
経
』
乾
、
坤
、
屯
三
卦
の
講
釈
で
あ
る
。
た
だ
し
、
彖
伝
・
象
伝
・
文
言

伝
は
「
孔
子
モ
易
ヲ
以
テ
門
人
ヲ
敎
フ
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
ト
モ
、
自
カ
ラ
發
明
ス

ル
處
ア
リ
テ
コ
レ
ヲ
説
ク
故
、
文
王
周
公
ノ
意
ト
ハ
大
ニ
別
ナ
リ
。
故
ニ
文
王

周
公
ノ
易
ト
孔
子
ノ
易
ト
ハ
別
ニ
分
ケ
テ
ミ
ル
ヘ
キ
ナ
リ
。」
（
８
）
と
の
理
由
か
ら

省
略
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
観
点
か
ら
方
谷
は
朱
熹
『
周
易
本
義
』



山
田
方
谷
晩
年
期
の
「
養
気
の
学
」
と
陽
明
学
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を
「
卓
見
」
と
高
く
評
価
し
、
事
毎
に
「
啓
蒙
ヲ
熟
讀
シ
テ
研
究
ス
ヘ
キ
ナ

リ
。」
と
繰
り
返
す
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
主
と
し
て
こ
の
『
周
易
上
經
聽

記
』
を
用
い
る
。

　
『
周
易
上
經
聽
記
』
に
説
か
れ
る
乾
卦
と
坤
卦
と
の
関
係
は
、
前
節
に
述
べ

た
無
形
の
太
虚
と
有
形
の
知
覚
運
動
と
の
関
係
と
共
通
し
た
構
造
が
見
ら
れ
る
。

講
釈
に
当
た
っ
て
、
方
谷
は
従
来
通
り
、
乾
卦
の
属
性
と
し
て
区
分
さ
れ
る
要

素
と
し
て
陽
・
天
・
君
・
父
・
夫
等
、
坤
卦
の
そ
れ
と
し
て
陰
・
地
・
臣
・

母
・
婦
等
、
常
套
的
説
明
を
一
通
り
リ
フ
レ
ー
ン
す
る
が
、
特
に
力
説
し
て
く

る
の
が
、
乾
は
無
形
の
一
大
気
で
あ
り
、
坤
は
有
形
の
個
物
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

乃
チ
此
坤
卦
ハ
地
ノ
象
ナ
リ
。
地
ハ
形
有
ル
モ
ノ
大
小
ト
ナ
ク
皆
地
ナ
リ
。

無
形
ノ
大
氣
ヲ
天
ト
云
ヒ
、
有
形
ノ
モ
ノ
ヲ
ス
ヘ
テ
地
ト
ミ
ル
ヘ
キ
ナ
リ
。

（『
周
易
上
經
聽
記
』
坤
卦
）

　

猶
天
地
ノ
如
、
天
ハ
一
太
氣
ニ
シ
テ
無
形

0

0

ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
ソ
レ
カ
形
ニ

ナ
レ
ハ
ミ
ナ
地
ナ
リ
云
々
。
知
ル
ヘ
シ
又
人
ノ
ス
ル
ワ
ザ
テ
云
テ
モ
亦
如
此
。

先
第
一
君
臣
ノ
上
テ
云
テ
モ
君
ノ
ス
ル
ワ
サ
ニ
ハ
形
ナ
シ
。
臣
ノ
ナ
ス
ワ
サ

ニ
ハ
形
ア
ル
ナ
リ
。
君
タ
ル
モ
ノ
ハ
天
下
ノ
コ
ト
ヲ
自
身
ニ
手
ヲ
下
シ
テ
ス

ル
コ
ト
ナ
シ
。
タ
ヽ
一
心
ニ
工
夫
シ
テ
號
令
ヲ
出
ス
耳
。
是
形
ナ
キ
ナ
リ
。

臣
ハ
其
ノ
號
令
ヲ
受
ケ
ナ
ス
。
其
ワ
サ
ニ
ハ
是
非
形
ア
ル
ナ
リ
云
々
。
父
母

テ
モ
亦
如
此
。
父
ニ
ア
ル
ト
キ
ハ
無
形
。
ソ
レ
ヲ
母
ニ
ウ
ク
レ
ハ
有
形
ナ
リ
。

（
同
右
）

　

ま
た
、
陰
爻
陽
爻
の
か
た
ち
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
示
唆
的

な
解
説
が
な
さ
れ
る
。

　

乾
ハ
一
太
氣
ノ
混
然
タ
ル
一
理
ニ
シ
テ
、
其
形
チ
無
キ
時
故
、
其
爻
ノ
形

ニ
シ
テ
、
未
タ
分
判
セ
サ
ル
象
ナ
リ
。
其
カ
形
カ
出
来
ル
ト
坤
ニ
シ
テ
、

是
非
萬
物
ト
形
カ
分
ル
。
乃
チ
坤
ノ
爻
ノ
形
ハ

ニ
シ
テ
二
ニ
分
ル
ナ
リ
。

是
其
象
ヲ
爻
ノ
形
チ
ニ
移
シ
タ
モ
ノ
ナ
リ
。
其
故
其
形
ヲ
ミ
テ
モ
其
理
ハ
能

ク
分
カ
ル
ナ
リ
云
々
。（
同
右
）

　

と

と
は
贅
言
を
要
す
る
ま
で
も
な
く
『
易
経
』
の
根
幹
を
な
す
陰
陽
の

象
徴
で
あ
る
が
、
方
谷
は
そ
こ
に
ま
で
「
乾
は
無
形
の
一
大
氣
、
坤
は
有
形
の

万
物
」
と
い
う
図
式
を
読
み
込
も
う
と
す
る
。
事
程
左
様
に
、
彼
の
乾
坤
観
に

お
い
て
こ
の
図
式
は
重
い
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
方
谷
は
坤
卦
の
卦
辞
「
利
牝
馬
之
貞
。」
に
掛
け
て
、
坤
の
乾
に
対

す
る
ひ
た
す
ら
な
る
順
承
を
説
く
。
以
下
の
引
用
、
君
は
乾
、
臣
は
坤
を
指
す
。

　

コ
レ
ヲ
君
臣
ニ
比
ス
レ
ハ
、
君
タ
ル
人
ノ
ナ
ス
コ
ト
ハ
龍
能
ノ
如
ク
神
變

不
測
ニ
シ
テ
、
敢
テ
臣
下
ノ
議
ル
處
ニ
ア
ラ
ス
。
タ
ヽ
臣
下
タ
ル
モ
ノ
ハ
其

君
ノ
ナ
ス
通
リ
ヲ
仰
ヒ
テ
其
儘
ニ
從
ヒ
ナ
ス
カ
臣
下
ノ
貞
シ
キ
處
ナ
リ
。
其

カ
臣
カ
龍
ク
（
ニ
？
）
シ
テ
君
ヲ
罔
ス
レ
ハ
逆
臣
ニ
シ
テ
、
其
貞
シ
キ
ニ
ア

ラ
ス
云
々
。
一
家
ノ
中
男
女
ノ
道
モ
亦
如
此
。
男
子
ノ
ナ
ス
處
ハ
敢
テ
女
子

ノ
知
ル
處
ニ
ア
ラ
ス
、
タ
ヽ
女
子
ハ
男
子
ノ
ナ
ス
處
ニ
順
ヒ
ハ
、
夫
カ
女
ノ

貞
シ
キ
ナ
リ
云
々
。
天
地
間
皆
此
通
ニ
ナ
レ
バ
自
然
其
道
ヲ
得
、
萬
物
ヲ
生

育
シ
、
自
カ
ラ
天
下
モ
治
ル
ナ
リ
云
々
。（
同
右
）

　

陰
陽
ノ
二
ア
レ
ト
モ
陰
ハ
陽
ニ
順
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
治
亂
ノ
二
テ
モ
亂

ハ
治
ニ
順
ヒ
善
悪
テ
モ
悪
ハ
善
ニ
順
ヒ
ハ
其
亂
悪
カ
大
害
ヲ
ナ
サ
ヽ
ル
ニ
至
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ル
ナ
リ
。（
同
右
）

　

こ
の
よ
う
に
、
坤
に
と
っ
て
乾
と
は
、
そ
の
働
き
を
忖
度
す
る
こ
と
す
ら
許

さ
れ
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
従
う
対
象
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
自
然
其
道
ヲ
得
、
萬
物
ヲ
生
育
シ
、
自
カ
ラ
天
下
モ
治
ル
」
と
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
坤
に
は
自
ら
の
意
志
で
主
体
的
に
積
極
的
に
動
い
て
い
く
自
由
は
認
め

ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
上
を
凌
ぐ
「
逆
臣
」
に
他
な
ら
ず
、「
臣
下
タ
ル
モ

ノ
カ
先
ニ
シ
コ
ト
ヲ
ナ
ス
ヤ
ウ
ニ
ナ
ル
ト
、
其
職
分
ヲ
越
ヘ
テ
遂
ニ
天
下
モ
亂

ル
ヽ
ニ
至
ル
」（
同
右
）
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
方
谷
は
次
の
よ
う
な
説
き
方
も
す
る
。

乃
チ
先
實
ハ
乾
坤
同
シ
モ
ノ
ト
ミ
ル
ヘ
シ
。
父
母
君
臣
ノ
如
キ
ナ
リ
。
故
ニ

實
ハ
其
カ
タ
チ
モ
乾
ノ
通
リ
ナ
リ
。
其
故
其
理
モ
乾
ノ
如
ク
シ
テ
、
乾
カ
元

享
利
貞
ナ
レ
ハ
坤
モ
元
享
利
貞
、
乾
カ
ナ
シ
タ
コ
ト
ヲ
坤
カ
其
通
ヲ
ウ
ケ
テ

形
チ
ヲ
ナ
ス
。
乃
チ
乾
ハ
其
初
メ
ヲ
ナ
ス
ヲ
、
坤
カ
其
終
ヲ
ナ
ス
云
々
。
ナ

ヲ
君
ノ
ナ
シ
タ
コ
ト
ヲ
臣
カ
ウ
ケ
テ
相
違
ナ
ク
ナ
ス
カ
如
シ
。
如
此
ミ
レ
ハ
、

乾
坤
一
モ
違
ヒ
ナ
キ
ナ
リ
云
々
。
タ
ヽ
其
中
ニ
牝
馬
之
ト
ア
ル
カ
陰
陽
乾
坤

君
臣
ノ
相
違
カ
ア
ル
ナ
リ
。（
同
右
）

　

こ
れ
は
乾
の
意
向
を
、
有
形
の
坤
が
い
さ
さ
か
の
遺
漏
も
な
く
完
全
に
実
現

し
、
乾
坤
ほ
と
ん
ど
一
体
と
な
っ
て
い
る
理
想
的
な
状
態
で
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

当
然
、
そ
こ
か
ら
坤
の
私
的
意
志
は
ま
っ
た
く
排
除
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

坤
は
あ
く
ま
で
も
乾
に
追
従
し
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
坤
が
乾

に
従
う
と
い
う
の
は
坤
卦
の
卦
辞
や
そ
の
彖
伝
に
「
彖
曰
、
至
哉
坤
元
。
萬
物

資
始
。
乃
順
承
天
。」
と
あ
る
以
上
、
当
然
導
か
れ
う
る
解
釈
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
方
谷
が
こ
れ
を
利
用
し
、
無
形
の
一
大
気
に
従
う
万
物
と
い
う
図
を
描

き
出
し
て
く
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
『
周
易
上
經
聽
記
』
に
お
い
て
修
養
論
と
い
っ
た
個
々
の
問
題
は
ほ
と
ん
ど

語
ら
れ
て
い
な
い
と
言
っ
て
い
い
。
た
だ
、『
易
経
』
で
あ
る
か
ら
こ
そ
持
ち

う
る
高
度
な
抽
象
性
・
象
徴
性
は
、
解
釈
者
の
思
考
の
枠
組
み
を
浮
き
彫
り
に

せ
ず
に
は
置
か
な
い
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
無
形
の
乾
と
有
形
の
坤
と
の
関
係
性

は
、
従
来
述
べ
来
た
っ
た
無
形
の
太
虚
か
ら
有
形
の
知
覚
運
動
へ
と
い
う
二
段

階
図
式
と
照
応
す
る
こ
と
は
、
縷
説
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
有
形
の
坤
の
活

動
の
裏
に
は
、
必
ず
乾
の
意
向
が
存
在
す
る
。
坤
は
私
的
意
志
を
か
な
ぐ
り
捨

て
、
そ
れ
に
身
を
委
ね
完
全
に
追
従
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
同
様
の
構
図

で
、
知
覚
運
動
の
裏
に
は
追
従
を
要
請
さ
れ
る
存
在
と
し
て
、
太
虚
が
控
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
方
谷
に
は
有
形
物
の
裏
に
そ
れ
を
支
え
、
運

動
源
と
な
る
も
の
と
し
て
無
形
な
る
も
の
を
想
定
す
る
思
考
パ
タ
ー
ン
が
確
実

に
存
在
す
る
。
養
気
の
学
を
検
討
す
る
際
、
そ
の
全
体
的
立
体
的
構
造
を
把
握

す
る
に
は
、
現
実
に
体
現
さ
れ
る
も
の
と
し
て
の
自
然
の
知
覚
運
動
一
方
の
み

で
は
な
く
、
そ
の
背
後
に
あ
る
超
越
的
原
理
へ
の
参
入
が
不
可
欠
で
あ
る
。

四
、
養
気
の
学
の
継
承
―
―
三
島
中
洲
を
例
と
し
て

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
山
田
方
谷
の
養
気
の
学
は
太
虚
に
よ
っ
て

基
礎
付
け
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
知
覚
運
動
の
相
対
性
特
殊
性
と
同
時
に
、

純
粋
性
や
公
共
性
が
保
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
方
谷
三
十
九
歳
の



山
田
方
谷
晩
年
期
の
「
養
気
の
学
」
と
陽
明
学

一
〇
九

時
に
入
門
し
た
古
参
の
弟
子
・
三
島
中
洲
（
名
は
毅
、
中
洲
は
号
、
一
八
三
〇

～
一
九
一
九
）
の
議
論
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
思
想
継
承
の
実
態

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
養
気
の
学
の
持
つ
性
格
を
究
明
し
た
い（
９
）。

　

三
島
中
洲
は
幕
末
、
明
治
、
大
正
を
生
き
た
漢
学
者
で
あ
り
、
漢
学
塾
二
松

学
舎
の
創
立
者
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
そ
の
活
躍
の
場
は
教
育
界
の
み
な
ら
ず
、

法
曹
界
に
も
渉
っ
た
。
ま
た
東
宮
侍
講
、
宮
中
顧
問
官
も
務
め
、
名
声
赫
々
た

る
も
の
が
あ
っ
た
。
方
谷
門
下
と
し
て
は
、
自
ら
「
毅
幼
受
學
于
先
生
、
既
長

承
乏
藩
吏
、
前
後
奉
敎
者
三
十
年
。」（
わ
た
く
し
は
幼
い
頃
か
ら
先
生
に
学
問

を
授
け
ら
れ
、
成
長
し
て
か
ら
は
藩
吏
に
任
命
さ
れ
、
三
十
年
に
わ
た
っ
て
教

え
を
奉
じ
ま
し
た
。）（『
中
洲
文
稿
』
第
一
集
・
巻
之
一
・
下
、
一
五
丁
「
方

谷
山
田
先
生
墓
碣
銘
」）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
教
え

を
受
け
苦
楽
を
共
に
し
た
弟
子
で
あ
っ
た
。
で
は
、
三
島
中
洲
は
果
た
し
て
養

気
の
学
を
継
承
し
得
た
の
か
。
ま
た
、
し
得
た
と
す
る
な
ら
ば
、
い
か
な
る
形

態
を
も
っ
て
の
継
承
だ
っ
た
の
か
。

　

す
で
に
先
行
研
究
に
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
三
島
中
洲
は
師
と
同
様

に
気
一
元
論
を
支
持
し
た
。
そ
の
語
録
に
言
う
、

　

天
の
蒼
蒼
た
る
は
、
萬
物
を
生
育
す
る
の
一
元
氣
あ
る
の
み
、
此
の
一
元

氣
を
太
極
と
も
云
ふ
、
漢
書
に
、
太
極
元
気
函
レ
三
爲
レ
一
と
あ
り
、
又
注

疏
に
太
極
謂
二
天
地
未
レ
分
之
前
元
気
混
而
爲
一
レ
一
等
に
て
、
古
説
知
る
べ

し
、
宋
儒
一
理
を
以
て
太
極
を
説
く
は
、
後
世
の
謬
説
な
り
、（「
義
利
合
一

論
」『
中
洲
講
話
』
文
華
堂
書
店
、
一
九
〇
九
、一
頁
、『
中
洲
講
話
』
は
、

以
下
『
講
話
』
と
称
す
。）

　

以
上
の
語
を
閲
す
る
に
、
や
は
り
師
・
方
谷
の
思
想
の
痕
跡
を
認
め
な
い
訳

に
は
い
か
な
い
。
気
に
よ
る
生
成
運
行
を
説
き
、
気
を
圧
倒
的
に
強
調
す
る
姿

勢
は
、
養
気
の
学
の
基
本
ス
タ
ン
ス
そ
の
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
陽
明
学
を

「
氣
學
」（「
仁
斎
學
の
話
」『
講
話
』
二
三
四
頁
）
と
表
現
す
る
特
異
な
用
語

法
も
師
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
山
田
方
谷
に
は
唯
一
の
著
述
と
言
わ
れ
る
『
孟
子
養
氣
章
或
問
圖

解
』（『
全
集
』
七
九
五
～
八
一
三
頁
）
が
あ
る
が
、
そ
の
書
後
に
中
洲
は
「
書

孟
子
養
氣
章
或
問
圖
解
後
」
と
題
す
る
以
下
の
よ
う
な
文
章
を
寄
せ
て
い
る
。

　

詩
曰
、
有
物
有
則
、
是
王
陽
明
理
者
氣
中
條
理
之
説
所
由
出
也
。
嘗
試
以

國
家
論
之
。
國
家
一
大
物
也
、
一
大
氣
所
凝
結
也
。
有
此
氣
有
此
物
、
則
一

定
天
則
、
自
存
其
中
。
是
氣
中
條
理
也
。
我
國
皇
祖
皇
宗
、
創
業
垂
統
、
子

孫
蕃
殖
、
爲
臣
爲
民
、
以
一
種
族
成
一
國
家
、
遂
奉
宗
家
爲
萬
世
一
系
之
君
。

以
忠
事
之
、
所
以
報
君
也
。
以
孝
事
之
、
所
以
報
先
也
。
忠
孝
一
致
、
君
臣

而
有
父
子
之
親
、
是
我
國
之
天
則
也
、
天
理
也
。
支
那
歐
米
諸
國
則
不
然
、

雜
種
族
相
聚
成
國
。
故
推
賢
者
爲
君
長
、
爲
統
領
。
而
賢
不
必
賢
、
其
弊
也

放
伐
簒
弑
相
繼
、
君
臣
上
下
、
離
合
無
常
。
是
其
國
家
之
爲
物
、
與
我
自
異
。

故
其
天
則
天
理
、
亦
不
得
不
異
。
彼
自
彼
、
我
自
我
、
並
行
不
相
悖
。
蓋
亦

有
物
有
則
、
氣
中
條
理
、
固
當
然
也
。
…
故
物
異
則
則
亦
異
、
氣
不
同
則
理

亦
不
同
。
國
體
有
異
同
、
則
國
是
亦
有
異
同
。
苟
從
國
體
、
求
國
是
、
合
土

俗
、
適
民
情
。
民
情
既
適
、
天
意
亦
從
之
。

（『
詩
経
』
に
「
物
質
が
あ
れ
ば
法
則
が
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
王
陽
明
の
「
理
は
気
の
条
理
」
説
の
出
所
で
あ
る
。
試
み
に
国
家
で



一
一
〇

も
っ
て
こ
れ
を
論
じ
て
み
よ
う
。
国
家
は
一
つ
の
大
き
な
物
体
で
あ
り
、

一
大
気
が
凝
固
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
気
が
あ
り
こ
の
物
体
が
あ
れ
ば
、

一
定
の
天
則
が
自
ず
か
ら
そ
の
う
ち
に
存
す
る
。
こ
れ
が
気
中
の
条
理
で

あ
る
。
わ
が
国
で
は
皇
祖
皇
宗
が
政
権
を
創
始
し
国
政
を
伝
え
、
そ
の
子

孫
が
繁
栄
し
て
臣
下
と
な
り
国
民
と
な
り
、
一
種
族
で
一
国
家
を
形
成
し
、

そ
の
宗
家
を
奉
じ
て
万
世
一
系
の
国
君
と
し
て
い
る
。
忠
を
も
っ
て
こ
れ

に
仕
え
る
の
は
君
に
報
い
る
こ
と
で
あ
り
、
孝
を
も
っ
て
こ
れ
に
仕
え
る

の
は
先
祖
に
報
い
る
こ
と
で
あ
る
。
忠
孝
が
一
致
し
、
君
臣
関
係
に
あ
り

な
が
ら
父
子
の
親
密
な
関
係
が
あ
る
と
い
う
の
が
、
わ
が
国
の
天
則
で
あ

り
天
理
で
あ
る
。
中
国
や
欧
米
諸
国
は
そ
う
で
は
な
く
、
多
く
の
種
族
が

集
ま
っ
て
国
家
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
故
に
賢
者
を
推
し
て
リ
ー
ダ
ー

と
し
大
統
領
と
す
る
。
し
か
し
、
賢
者
と
さ
れ
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
が
必
ず

し
も
賢
者
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
弊
害
は
放
伐
や
権
力
の
簒
奪
が

相
継
ぎ
、
君
臣
や
上
下
関
係
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
離
合
す
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
国
家
と
言
う
物
体
の
あ
り
よ
う
が
わ
が
国
と
異
な
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
天
理
天
則
も
異
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
彼
は
も
と
よ

り
彼
で
あ
り
、
我
は
も
と
よ
り
我
で
あ
り
、
両
者
並
存
し
て
い
て
食
い
違

う
こ
と
が
な
い
。
思
う
に
、「
物
質
が
あ
れ
ば
法
則
が
あ
る
」
や
「
気
中

の
条
理
」
説
に
照
ら
し
て
み
て
も
、
も
と
よ
り
こ
う
あ
る
べ
き
な
の
で
あ

る
。
…
こ
の
故
に
、
物
体
が
異
な
れ
ば
法
則
も
異
な
り
、
気
が
異
な
れ
ば

理
も
ま
た
異
な
る
の
で
あ
る
。
国
体
に
異
同
が
あ
れ
ば
、
国
是
も
ま
た
異

同
が
あ
る
の
だ
。
国
体
に
従
っ
て
国
是
を
求
め
る
な
ら
ば
、
土
地
の
習
俗

に
も
合
い
、
民
情
に
も
適
う
。
民
情
に
適
っ
た
な
ら
ば
、
天
意
も
ま
た
こ

れ
に
従
う
。）（『
全
集
』
八
一
一
～
八
一
二
頁
）

　

気
の
凝
結
に
よ
っ
て
国
家
が
形
成
さ
れ
る
と
、「
物
有
れ
ば
則
有
り
」
と
い

う
通
り
、
そ
の
国
体
の
あ
り
方
に
応
じ
た
様
々
な
法
則
条
理
が
発
生
す
る
。
そ

れ
は
千
差
万
別
で
あ
り
、
相
対
的
特
殊
的
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
故
に
、
万
国

す
べ
て
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
絶
対
的
規
格
が
予
め
先
だ
っ
て
存
在
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
国
体
ご
と
に
生
じ
る
法
則
条
理
に
従
っ
て
国
是
を
定
め
れ
ば
そ

れ
で
よ
い
。
こ
こ
に
お
い
て
三
島
中
洲
は
養
気
の
学
の
、
形
体
に
即
し
た
自
然

の
知
覚
運
動
の
相
対
性
特
殊
性
と
い
う
図
そ
の
ま
ま
に
、
議
論
を
構
築
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
方
谷
最
晩
年
の
門
弟
・
岡
本
巍
（
号
は
天
岳
、

一
八
五
〇
～
一
九
二
〇
）
は
師
説
の
忠
実
な
継
承
に
意
を
致
し
た
人
物
で
あ
り
、

方
谷
没
後
、
そ
の
学
説
に
関
す
る
解
釈
の
相
違
か
ら
中
洲
と
討
論
書
簡
を
交
わ

し
て
い
る
が
、
岡
本
も
該
文
に
つ
い
て
は
「
天
岳
曰
、
以
國
體
推
論
氣
中
條
理
、

明
識
卓
見
、
先
師
亦
當
欣
然
讃
美
于
泉
下
矣
。
敬
服
敬
服
。」（
天
岳
言
う
、
国

体
を
も
っ
て
気
中
の
条
理
に
ま
で
論
及
さ
れ
た
こ
と
は
明
識
卓
見
で
あ
る
。
先

師
・
方
谷
も
定
め
し
泉
下
に
お
い
て
欣
然
と
し
て
褒
め
讃
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

で
あ
ろ
う
。）（『
中
洲
文
稿
』
第
三
集
・
巻
三
・
下
、
一
二
丁
「
書
孟
子
養
氣

章
或
問
圖
解
後
」
評
）
と
賛
嘆
を
惜
し
ま
な
い（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
三
島
中
洲
は
養
気
の
学
の
気
一
元
論
、
そ
し
て
形
体
に
密
着

し
た
知
覚
運
動
の
理
論
は
確
実
に
こ
れ
を
継
承
し
得
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
そ
の
知
覚
運
動
（
心
）
に
該
当
す
る
も
の
の
内
実
を
検
討
す
る
と
、
大

き
な
異
同
が
見
出
せ
る
。「
義
利
合
一
論
」
に
お
い
て
中
洲
は
次
の
よ
う
に
弁
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じ
る
。

　

却
説
人
は
此
の
一
元
生
々
の
氣
を
受
け
、
先
祖
よ
り
子
孫
に
傳
へ
て
、

生
々
す
る
者
な
れ
ば
、
滿
身
活
潑
、
唯
生
を
欲
す
る
の
み
、
既
に
生
を
欲
す

れ
ば
、
衣
食
住
の
利
を
求
め
て
、
此
生
を
遂
け
ん
と
す
る
は
、
必
然
の
勢
な

り
、
故
に
小
児
か
生
ま
る
れ
は
、
直
に
乳
を
吸
は
ん
と
す
、
是
れ
求
食
の
始

な
り
。
…
そ
れ
よ
り
追
々
生
長
し
、
男
女
の
情
も
生
し
、
富
貴
榮
譽
も
望
み
、

種
種
己
れ
の
勝
手
便
利
を
求
め
て
競
爭
す
る
は
、
唯
此
の
生
々
の
氣
あ
れ
ば

な
り
、
…
且
此
の
欲
レ
生
好
レ
利
の
心
は
、
自
愛
の
心
に
て
、
決
し
て
悪
し

き
も
の
に
あ
ら
ず
、
孔
子
の
言
に
、
仁
者
人
也
と
て
、
人
情
が
直
に
仁
な
り

と
云
は
れ
、
孟
子
の
仁
人
心
也
と
云
ふ
も
同
意
な
り
。
…
唯
自
愛
に
過
き
て
、

人
を
損
害
す
る
に
至
て
こ
そ
、
悪
と
は
な
る
な
り
、（『
講
話
』
二
頁
）

　

こ
こ
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
中
洲
の
言
う
気
か
ら
生
ず
る
知
覚
運
動
の

主
体
を
な
し
て
い
る
の
は
人
間
個
人
の
根
源
的
生
存
欲
で
あ
り
、
そ
の
発
展
と

し
て
の
「
男
女
の
情
も
生
し
、
富
貴
榮
譽
も
望
み
、
種
種
己
れ
の
勝
手
便
利
を

求
め
て
競
爭
す
る
」「
自
愛
の
心
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
中
庸
』『
孟
子
』（
告

子
上
）
の
語
が
正
当
性
の
根
拠
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
全
面
的
に
肯

定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
た
だ
人
を
損
害
し
な
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
。
換

言
す
れ
ば
、
三
島
中
洲
は
他
者
を
害
さ
な
い
と
い
う
条
件
付
き
で
、
一
個
人
が

一
身
の
幸
福
や
豊
か
さ
を
追
求
す
る
こ
と
を
儒
学
の
枠
内
に
お
い
て
許
容
し
、

推
奨
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

同
じ
く
気
一
元
論
を
ベ
ー
ス
に
す
る
と
は
言
っ
て
も
、
養
気
の
学
と
懸
隔
の

あ
る
思
考
で
あ
る
。
知
覚
運
動
と
は
、
方
谷
に
お
い
て
は
無
私
の
太
虚
か
ら
発

し
た
純
粋
不
雑
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
公
共
性
倫
理
性
を
担
保
す
る
も

の
で
あ
る
。
従
っ
て
他
者
と
の
競
争
は
起
こ
ら
ぬ
し
、
ま
し
て
や
そ
の
発
展
の

結
果
と
し
て
「
唯
自
愛
に
過
き
て
、
人
を
損
害
す
る
に
至
」
る
こ
と
な
ど
あ
り

得
な
い
。
そ
の
よ
う
な
不
純
物
の
入
り
込
む
余
地
す
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

中
洲
は
人
間
生
来
の
生
存
欲
、
そ
し
て
そ
の
延
長
と
し
て
の
「
衣
食
住
の
利

欲
心
」（「
學
問
の
標
準
」『
講
話
』
二
三
三
頁
）
を
気
の
発
動
の
内
実
と
し
た

た
め
、
必
然
的
に
「
男
女
の
情
」、「
富
貴
榮
譽
」
の
望
み
、「
競
爭
」
の
心
な

ど
の
夾
雑
物
が
混
入
し
て
く
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
、
以
下
の
絶
句
に
言
う

如
く
、

文
辭
分
析
欲
兼
理
、
實
行
混
融
同
欲
理
。
人
體
豈
無
人
欲
心
、
欲
之
從
矩
即

天
理
。

（
文
章
表
現
と
し
て
は
欲
と
理
に
区
分
さ
れ
る
が
、
実
行
で
は
そ
れ
ら
は
一

つ
に
混
融
す
る
。
人
体
に
欲
の
な
い
こ
と
な
ど
あ
ろ
う
か
。
欲
が
規
矩
に
従

う
こ
と
こ
そ
が
天
理
な
の
で
あ
る
。）（『
論
學
三
百
絶
』、「
泛
論
」
三
十
）

人
間
の
利
欲
心
の
発
動
に
対
し
、「
矩
」
と
い
う
外
制
的
仕
方
に
よ
っ
て
そ
の

過
不
及
を
調
整
す
る
方
向
性
を
是
認
す
る
の
で
あ
る
。
気
の
発
動
た
る
知
覚
運

動
に
対
し
な
ん
ら
か
の
手
を
加
え
る
こ
と
は
、
既
述
の
よ
う
に
師
・
方
谷
に

よ
っ
て
私
意
私
智
と
し
て
厳
し
く
斥
け
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
内
実
自
体
が
す

で
に
換
骨
奪
胎
さ
れ
て
い
る
以
上
、
三
島
中
洲
は
ま
っ
た
く
意
に
介
さ
な
い
。

自
ら
の
性
説
を
語
る
段
に
お
い
て
、

　

故
に
余
は
孟
子
性
善
の
説
を
表
と
し
、
こ
れ
を
擴
充
し
、
荀
子
性
悪
の
説

を
裏
と
し
、
之
を
抑
塞
せ
ん
と
す
、
荀
子
と
て
も
、
性
悪
を
發
揚
擴
充
せ
ん



一
一
二

と
云
ふ
に
は
非
ず
、
性
悪
な
る
が
故
に
、
禮
を
以
て
之
を
抑
塞
し
、
善
に
導

か
ん
と
す
る
な
り
。（「
性
の
説
」『
講
話
』
二
二
二
頁
）

と
述
べ
、
性
善
性
悪
双
方
を
兼
採
す
る
に
至
る
の
は
当
然
と
言
え
る
。

　

こ
の
知
覚
運
動
の
内
実
に
つ
い
て
の
師
弟
間
の
差
異
は
、
な
に
を
根
因
と
す

る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
結
論
か
ら
言
う
な
ら
ば
、
知
覚
運
動
の
基

礎
付
け
と
な
り
、
そ
れ
に
純
粋
性
を
付
与
す
る
概
念
と
し
て
の
太
虚
を
自
ら
の

思
想
体
系
に
組
み
込
ん
だ
か
否
か
の
相
違
で
あ
る
。
三
島
中
洲
の
太
虚
に
関
す

る
言
及
は
多
い
と
は
言
え
な
い
が
、
い
ま
そ
の
一
例
を
検
討
す
る
。
大
塩
平
八

郎
『
洗
心
洞
劄
記
』
を
読
後
、
そ
の
所
感
を
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。

　

余
少
時
讀
洗
心
洞
劄
記
、
知
大
鹽
中
齋
邃
王
學
。
而
其
終
作
亂
而
死
、
果

何
心
。
畜
疑
有
年
矣
。
屬
日
再
讀
之
、
其
學
以
太
虚
爲
標
準
。
嗚
呼
是
不
令

終
之
所
職
由
乎
。
蓋
太
虚
本
張
横
渠
正
蒙
、
而
欲
公
明
其
心
、
無
一
點
私
弊
、

與
太
虚
一
般
。
其
意
洵
善
。
然
太
虚
雖
公
明
無
偏
私
、
而
有
道
爲
之
樞
紐
。

故
曰
、
一
陰
一
陽
之
謂
道
。
人
心
雖
克
己
私
要
公
明
、
而
不
可
不
復
禮
。
故

曰
、
克
己
復
禮
。
王
子
固
謂
良
知
之
虚
處
、
即
天
之
太
虚
。
然
良
知
虚
明
能

生
天
理
。
故
其
言
必
稱
天
理
。
天
理
是
王
學
標
準
也
。
捨
天
理
而
空
虚
斯
心
、

漠
然
莫
所
把
持
。
必
也
放
縱
狂
暴
、
師
心
之
弊
、
不
知
所
底
止
矣
。

（
わ
た
し
は
年
少
の
頃
『
洗
心
洞
劄
記
』
を
読
み
、
大
塩
平
八
郎
が
陽
明
学

に
深
い
学
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
最
後
に
乱

を
起
こ
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
は
一
体
ど
う
い
う
内
情
か
ら
な
の
か
。
多

年
疑
問
に
思
っ
て
い
た
。
最
近
こ
れ
を
再
読
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
学
問
は
太

虚
を
標
準
と
し
て
い
た
。
あ
あ
、
こ
れ
こ
そ
が
終
わ
り
を
全
う
で
き
な
か
っ

た
原
因
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
太
虚
は
張
横
渠
『
正
蒙
』
に
基
づ
き
、
そ

の
心
を
公
明
に
し
て
少
し
の
私
心
の
害
を
も
無
く
さ
せ
、
太
虚
と
一
体
と
な

ら
せ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
意
図
は
真
に
よ
ろ
し
い
。
し
か
し
、
太

虚
は
公
明
で
、
偏
っ
た
私
心
が
な
い
と
は
言
っ
て
も
、
道
が
そ
の
樞
紐
と

な
っ
て
い
る
。
故
に
、「
一
陰
一
陽
を
之
れ
道
と
謂
う
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

人
心
は
己
私
に
勝
ち
、
公
明
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
は
言
っ
て
も
、
礼
を

履ふ

ま
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
。
故
に
「
己
に
克
ち
礼
を
復ふ

む
」
と
い
う
の
で

あ
る
。
王
陽
明
は
も
ち
ろ
ん
良
知
の
虚
な
る
点
に
言
及
し
て
い
る
。
即
ち
天

の
太
虚
で
あ
る
。
し
か
し
、
虚
明
な
る
良
知
は
天
理
を
生
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。
故
に
そ
の
言
は
、
必
ず
天
理
を
讃
え
る
の
で
あ
る
。
天
理
こ
そ
陽
明
学

の
標
準
で
あ
る
。
天
理
を
捨
て
て
こ
の
心
を
空
虚
に
す
れ
ば
、
漠
然
と
し
て

捉
え
ど
こ
ろ
が
無
く
な
る
。
必
ず
勝
手
気
ま
ま
で
狂
暴
と
な
り
、
自
心
を
師

と
す
る
弊
害
は
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
く
な
る
。）（「
讀
洗
心
洞
劄
記（
（（
（

」

『
中
洲
文
稿
』
第
三
集
・
巻
之
三
・
下
、
七
丁
）

　

太
虚
自
体
は
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
を
受
用
す
る
場
合
に
は

必
ず
天
理
の
裏
付
け
や
指
針
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
言
う
「
天
理
」
と
は
、

後
文
に
「
夫
矩
也
禮
也
、
皆
天
理
也
。
情
欲
唯
從
天
理
而
行
、
聖
人
能
事
畢

矣
。」（
一
体
、
規
矩
も
礼
も
、
皆
天
理
で
あ
る
。
情
欲
が
た
だ
天
理
に
従
っ
て

運
行
し
さ
え
す
れ
ば
、
聖
人
の
な
す
べ
き
こ
と
は
尽
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。）

と
あ
る
通
り
、
人
間
の
情
欲
を
適
正
化
し
秩
序
付
け
る
「
矩
」
や
「
禮
」
を
指

す
。
大
塩
は
太
虚
一
方
の
み
を
唱
え
た
れ
ば
こ
そ
、
無
軌
道
な
凶
行
に
走
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
南
宋
の
寧
宗
や
西
晋
の
王
衍
の
実
例
を
挙
げ
、
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「
太
虚
」
の
よ
う
な
「
高
尚
之
學
」
を
修
め
る
こ
と
の
弊
害
を
力
説
す
る

（「
再
答
岡
本
天
岳
書
」『
中
洲
文
稿
』
第
三
集
・
巻
之
一
・
上
、
二
一
丁
）。

中
洲
個
人
と
し
て
も
「
而
余
輩
下
根
自
明
誠
者
傚
之
。
主
太
虚
流
空
漠
無
操
守
、

主
自
然
陷
放
縱
無
忌
憚
。」（
わ
た
し
は
下
根
の
者
で
あ
る
の
で
、「
明
な
る
よ

り
し
て
誠
」
に
倣
お
う
と
思
い
ま
す
。
太
虚
を
主
と
す
れ
ば
、
空
漠
と
し
て
執

り
守
る
も
の
な
き
に
流
れ
、
自
然
を
主
と
す
れ
ば
、
勝
手
気
ま
ま
、
憚
る
も
の

な
き
に
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
。）（「
答
岡
本
天
岳
書
」『
中
洲
文
稿
』
第
三
集
・

巻
之
一
・
上
、
一
五
丁
）、
そ
の
第
二
便
に
「
余
輩
自
明
誠
者
。
俄
以
聖
人
自

任
、
則
其
弊
不
可
勝
言
。
如
前
書
所
論
。」（
わ
た
く
し
如
き
は
「
明
な
る
よ
り

し
て
誠
」
な
る
者
で
あ
り
ま
す
。
に
わ
か
に
聖
人
を
も
っ
て
自
任
す
れ
ば
、
そ

の
弊
害
は
言
葉
で
言
い
尽
く
せ
な
い
程
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
前
書
で
論
じ
た

通
り
。）（「
再
答
岡
本
天
岳
」『
中
洲
文
稿
』
第
三
集
・
巻
之
一
・
上
、
二
〇

丁
）
と
明
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
自
己
修
養
と
し
て
太
虚
を
採
用
し
た
形
跡
は

ま
っ
た
く
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
に
代
わ
る
よ
う
な
概
念
を
創
唱
し
て
い
る
訳
で

も
な
い
。
太
虚
を
完
全
否
定
は
し
な
い
も
の
の
、
事
実
上
、
自
己
の
思
惟
体
系

か
ら
オ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
洲
の
関
心
は
徹
頭
徹
尾
、
有
形
の
世

界
に
あ
っ
た（
（（
（

。

　

前
述
の
よ
う
に
、
養
気
の
学
は
個
々
の
形
体
を
超
え
た
点
に
太
虚
を
設
定
し
、

そ
こ
か
ら
降
り
来
る
感
応
に
形
体
を
し
て
素
直
に
委
順
せ
し
め
、
そ
の
ま
ま
知

覚
運
動
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
を
眼
目
と
す
る
、
太
虚
か
ら
形
体
へ
と
い
う
二

段
階
構
造
を
取
る
。
そ
の
場
合
、
知
覚
運
動
の
公
共
性
倫
理
性
と
相
対
性
特
殊

性
と
は
同
時
併
存
す
る
。
中
洲
は
こ
の
養
気
の
学
の
図
式
の
う
ち
、
太
虚
の
段

階
を
除
外
し
、
二
段
階
目
の
み
を
中
途
半
端
的
に
採
用
す
る
の
で
あ
る
。
純
粋

性
の
来
源
で
あ
る
太
虚
と
絶
縁
し
た
結
果
、「
書
孟
子
養
氣
章
或
問
圖
解
後
」

を
引
い
て
述
べ
た
如
く
形
体
に
即
し
た
各
種
各
様
の
相
対
的
特
殊
的
知
覚
運
動

と
い
う
一
面
は
残
存
す
る
も
の
の
―
―
そ
し
て
、
そ
こ
だ
け
を
見
れ
ば
養
気
の

学
の
忠
実
な
る
継
承
と
映
る
も
の
の
、
そ
れ
は
も
は
や
公
共
性
倫
理
性
を
保
証

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
知
覚
運
動
の
出
発
点
や
根
拠
を
個
々
の
形

体
（
肉
体
）
に
求
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
結
果
、
そ
こ
に
は
必
然
的
に
、
肉

体
に
由
来
す
る
様
々
な
不
純
物
が
附
着
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
す

べ
て
の
知
覚
運
動
の
淵
源
は
己
一
個
の
生
存
欲
に
求
め
ら
れ
、
そ
の
発
動
と
し

て
「
男
女
の
情
も
生
じ
、
富
貴
榮
譽
も
望
み
、
種
種
己
れ
の
勝
手
便
利
を
求
め

て
競
争
す
る
」「
自
愛
の
心
」（「
義
利
合
一
論
」『
講
話
』
二
頁
）
が
生
じ
て
く

る
。
従
っ
て
、
人
間
の
生
存
欲
・
情
欲
の
過
多
を
修
正
し
適
正
化
し
て
い
く
規

範
と
し
て
「
天
理
」
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
先
に
引
い
た
方
谷
の
絶
句
を
い
ま
一
度
吟
味
し
た
い
。

吾
氣
浩
然
同
太
虚
、
何
曾
半
點
落
形
軀
。
纔
持
私
見
分
彼
我
、
究
竟
鍜
成
小

丈
夫
。

（
わ
が
気
は
盛
大
で
あ
っ
て
、
太
虚
と
一
体
で
あ
り
、
い
さ
さ
か
で
も
個
々

の
肉
体
に
落
ち
込
む
こ
と
な
ど
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
少
し
で
も
私
見
を
持

し
自
他
を
区
別
し
た
な
ら
ば
、
結
局
は
小
人
物
を
作
り
あ
げ
る
だ
け
だ
。）

（「
示
諸
生
」
三
首
・
三
、『
全
集
』
四
二
二
頁
）

　

太
虚
概
念
を
オ
ミ
ッ
ト
し
た
三
島
中
洲
は
、
ま
さ
し
く
こ
こ
に
言
う
「
肉
体

に
落
ち
込
」
ん
だ
と
こ
ろ
を
、
そ
の
学
術
の
出
発
点
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
中



一
一
四

洲
は
養
気
の
学
と
同
様
、
気
の
発
動
の
相
対
性
特
殊
性
を
説
く
が
、
結
局
、
方

谷
思
想
の
指
向
す
る
無
形
の
世
界
を
継
承
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

結
語

　

以
下
、
本
稿
の
主
張
を
ま
と
め
る
。
陽
明
学
を
「
氣
學
」
と
し
て
再
解
釈
し

た
山
田
方
谷
の
養
気
の
学
は
、
自
然
の
知
覚
運
動
に
従
う
こ
と
を
そ
の
修
養
論

の
眼
目
と
し
た
。
そ
の
知
覚
運
動
と
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
形

体
に
即
し
た
相
対
的
特
殊
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
知
覚
運
動
に

は
単
に
各
々
が
自
由
に
活
動
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
公
共
性
倫
理

性
を
も
併
せ
持
つ
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
こ
の
二
者
同
時
併
存
は
、
第
二
節
で

述
べ
た
理
由
か
ら
、
太
虚
を
介
し
て
こ
そ
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

山
田
方
谷
に
は
、
第
三
節
で
『
周
易
上
經
聽
記
』
を
資
料
と
し
て
概
観
し
た
よ

う
に
、
有
形
物
を
背
後
で
支
え
、
活
動
の
根
源
と
な
る
存
在
と
し
て
の
無
形
な

る
も
の
を
設
定
す
る
思
考
パ
タ
ー
ン
が
確
実
に
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
無

形
の
太
虚
が
養
気
の
学
の
構
造
内
に
お
い
て
確
と
し
た
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
の
傍
証
と
も
な
る
事
例
で
あ
ろ
う
。
三
島
中
洲
は
三
十
年
の
長
き

に
渉
り
方
谷
に
従
学
し
、
一
見
養
気
の
学
と
見
紛
う
よ
う
な
思
想
を
構
築
し
た

が
、
つ
い
に
方
谷
の
指
向
し
た
無
形
の
世
界
を
継
承
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

彼
は
自
然
の
知
覚
運
動
の
理
論
の
背
後
に
予
定
さ
れ
る
無
形
の
世
界
を
オ
ミ
ッ

ト
し
、
あ
く
ま
で
そ
の
顕
現
で
あ
る
知
覚
運
動
の
部
分
の
み
を
自
ら
の
思
惟
の

な
か
に
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
そ
の
運
動
源
は
肉
体
の
生
存
欲

に
求
め
ら
れ
、
様
々
な
不
純
物
が
混
入
す
る
も
の
と
な
り
、「
天
理
」
に
よ
る

修
正
や
適
正
化
の
必
要
な
も
の
へ
と
様
変
わ
り
し
た
の
で
あ
っ
た
。

注

（
１
）	

方
谷
の
特
に
晩
年
期
の
思
想
に
着
目
し
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
管
見
の
限
り
、
以

下
の
十
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　

・�A
lm
ut M

ayer

氏
「
山
田
方
谷
の
気
一
元
論
を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
洋
古
典
學
研
究
』

三
、
一
九
九
七
）

　
　

・�

山
田
芳
則
氏
「
山
田
方
谷
―
―
陽
明
学
と
藩
政
・
幕
政
改
革
の
接
点
―
―
」（
思
文

閣
出
版
『
幕
末
・
明
治
期
の
儒
学
思
想
の
変
遷
』、
一
九
九
八
）

　
　

・�

國
方
久
史
氏
「
山
田
方
谷
の
陽
明
学
の
特
質
に
つ
い
て
① 

―
『
古
本
大
学
講
議
』

を
中
心
と
し
て 

」（『
国
際
社
会
学
研
究
所
研
究
紀
要
』
10
、
二
〇
〇
二
）

　
　

・�

宮
城
公
子
氏
「
山
田
方
谷
の
世
界
」（『
幕
末
の
思
想
と
習
俗
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇

〇
四
、
所
収
）

　
　

・�

山
田
芳
則
氏
「
山
田
方
谷
の
陽
明
学
思
想
」（
山
田
方
谷
生
誕
二
百
年
記
念
復
刻
・

三
島
復
著
『
哲
人　

山
田
方
谷
』
付
録
、
二
〇
〇
五
）

　
　

・�

難
波
征
男
氏
「
黄
宗
羲
と
山
田
方
谷
の
養
気
観
」（
福
岡
女
学
院
大
学
大
学
院
人
文

科
学
研
究
科
『
比
較
文
化
』、
二
〇
〇
六
）

　
　

・�

松
川
健
二
氏
『
山
田
方
谷
か
ら
三
島
中
洲
へ
』
第
一
章
～
第
四
章
（
明
徳
出
版
社
、

二
〇
〇
八
）

　
　

・�

吉
田
公
平
氏
「
山
田
方
谷
の
「
気
は
理
を
生
ず
る
」
の
説
に
つ
い
て
」（『
集
刊
東
洋

学
』
一
〇
〇
、
二
〇
〇
八
）

　
　

・�

倉
田
和
四
生
氏
『
山
田
方
谷
の
陽
明
学
と
教
育
理
念
の
展
開
』
第
二
章
～
第
四
章

（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
〇
九
）

　
　

・�
吉
田
公
平
氏
「
山
田
方
谷
―
―
陽
明
学
理
解
の
特
色
」（
今
西
幹
一
・
山
口
直
孝
編

『
二
松
學
舍
の
学
芸
』、
翰
林
書
房
、
二
〇
一
〇
、
所
収
）

（
２
）	

拙
稿
「
山
田
方
谷
に
お
け
る
「
養
気
の
学
」
に
つ
い
て
」（「
三
島
中
洲
研
究
会
」
例



山
田
方
谷
晩
年
期
の
「
養
気
の
学
」
と
陽
明
学

一
一
五

会
発
表
要
旨
、『
三
島
中
洲
研
究
』vol.2

、
二
〇
〇
七
、
所
収
）。

（
３
）	

山
田
方
谷
の
著
作
や
講
義
録
に
つ
い
て
は
、
第
三
節
に
て
取
り
上
げ
た
『
周
易
上
經

聽
記
』
以
外
、
す
べ
て
『
山
田
方
谷
全
集
』（
山
田
準
編
、
聖
文
社
、
一
九
五
一
）
に

依
っ
た
。
以
下
『
全
集
』
と
称
し
、
個
々
の
書
名
は
略
す
。

（
４
）	

自
然
の
知
覚
運
動
の
相
対
性
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
難
波
征

男
氏
〔
二
〇
〇
六
〕
は
、「
こ
こ
で
方
谷
は
、「
自
然
に
条
理
あ
り
」
と
大
悟
し
て
い
る
。

そ
の
自
然
の
条
理
は
、
人
や
物
に
充
満
し
て
い
る
気
が
本
来
備
え
て
い
る
条
理
で
あ
る

が
、
人
や
物
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
個
別
的
特
殊
的
な
形
態
を
具
え
て
生
存
し
て
い
る
。

そ
の
知
覚
運
動
の
流
動
も
個
別
的
特
殊
的
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
の
知
覚
運
動

の
具
体
的
流
動
が
、
気
の
流
行
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
自
然
の
条
理
が
固
有
さ
れ
て

い
る
。
気
は
具
体
的
な
個
別
的
特
殊
的
な
形
に
従
っ
て
流
行
す
る
か
ら
、
自
然
の
条
理

も
随
時
随
所
に
個
別
的
特
殊
的
な
形
を
具
体
的
に
現
す
。
つ
ま
り
、
方
谷
が
「
自
然
に

条
理
あ
り
」
と
い
う
「
条
理
」
は
形
の
知
覚
運
動
に
従
っ
て
変
動
す
る
流
行
す
る
条
理

で
あ
っ
た
。
方
谷
は
、
こ
の
よ
う
な
「
自
然
の
条
理
」
を
直
養
せ
よ
と
教
示
し
て
い
る

の
で
あ
る
。」
と
指
摘
、
吉
田
公
平
氏
〔
二
〇
一
〇
〕
は
山
田
方
谷
の
「
気
の
哲
学
」

を
「
積
極
的
相
対
主
義
」
と
表
現
し
、「
自
ら
を
相
対
主
義
の
位
相
に
位
置
づ
け
て
こ

そ
、
條
理
を
創
造
で
き
、
そ
の
條
理
か
ら
も
自
由
に
な
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
の
強
さ
を
各
人
が
本
来
的
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
い
う
。
山
田
方
谷
の
「
気
の

哲
学
」
の
本
領
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
氏
〔
二
〇
〇

八
〕
参
照
。

（
５
）	

「
太
虚
」
の
表
記
に
つ
い
て
、
文
献
に
よ
っ
て
「
大
虚
」
に
作
る
場
合
が
あ
る
が
、

本
稿
で
は
「
太
虚
」
に
統
一
し
た
。

（
６
）	

三
島
復
氏
『
哲
人
山
田
方
谷
』（
文
華
堂
、
明
治
四
十
三
年
）
で
は
、
太
虚
の
属
性

を
「
一
、
太
虚
は
氣
な
り
、
／
二
、
生
々
息
ま
ず
易
は
ら
ざ
る
の
活
動
を
な
し
て
、
萬

物
を
發
育
す
、
／
三
、
空
虚
に
し
て
形
迹
な
し
、
空
虚
と
は
客
觀
的
に
は
、
天
空
、
竹

中
の
虚
の
如
き
を
云
ふ
も
、
主
觀
的
に
は
、
心
の
本
體
、
七
情
に
執
滯
せ
ざ
る
を
云
ふ
、

七
情
は
形
迹
な
り
、」
と
ま
と
め
る
が
、
思
想
構
造
全
体
に
お
い
て
の
位
置
づ
け
が
い

ま
だ
不
明
確
で
あ
る
。

（
７
）	

張
載
の
太
虚
説
に
つ
い
て
は
、
大
島
晃
氏
「
張
横
渠
の
「
太
虚
即
氣
」
論
に
つ
い

て
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
二
十
七
集
、
一
九
七
五
）、
三
浦
國
雄
「
張
載
太
虚
説

前
史
」（『
集
刊
東
洋
学
』
五
〇
、
一
九
八
三
）
参
照
。

（
８
）	

翻
刻
に
際
し
て
異
体
字
は
正
字
に
直
し
た
。
た
だ
し
電
算
機
の
都
合
上
、
や
む
な
く

新
字
体
を
用
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
適
宜
「
、」
や
「
。」
で
区
切
っ
た
。

（
９
）	

三
島
中
洲
の
思
想
に
つ
い
て
は
以
下
の
五
点
が
参
考
に
な
る
。

　
　

・�

松
川
健
二
氏
「
三
島
中
洲
『
論
語
講
義
』
に
つ
い
て
」（
戸
川
芳
郎
編
『
三
島
中
洲

の
学
芸
と
そ
の
生
涯
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
九
、
所
収
）

　
　

・�

山
田
芳
則
氏
「
三
島
中
洲
―
―
折
衷
学
よ
り
義
利
合
一
論
へ
―
―
」（
思
文
閣
出
版

『
幕
末
・
明
治
期
の
儒
学
思
想
の
変
遷
』、
一
九
九
八
）

　
　

・�

高
文
漢
氏
「
三
島
中
洲
の
『
論
学
三
百
絶
』」（『
東
洋
研
究
』
147
、
大
東
文
化
大
学

東
洋
研
究
所
、
二
〇
〇
三
、
所
収
）

　
　

・�

松
川
健
二
氏
『
山
田
方
谷
か
ら
三
島
中
洲
へ
』
第
九
章
～
第
十
一
章
（
明
徳
出
版
社
、

二
〇
〇
八
）

　
　

・�

松
川
健
二
氏
「
三
島
中
洲
―
―
そ
の
義
利
合
一
論
の
性
格
―
―
」（
今
西
幹
一
・
山

口
直
孝
編
『
二
松
學
舍
の
学
芸
』
翰
林
書
房
、
二
〇
一
〇
、
所
収
）

（
10
）	

岡
本
巍
に
つ
い
て
は
吉
田
公
平
氏
「
岡
本
巍
の
『
自
叙
年
譜
』
に
つ
い
て
」（『
東
洋

大
学
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要
』
第
十
五
号
、
二
〇
〇
七
）
参
照
。

（
11
）	

「
讀
洗
心
洞
劄
記
」
に
つ
い
て
は
中
根
公
雄
氏
「
三
島
中
洲
「
読
洗
心
洞
劄
記
」
を

読
む
」（『
三
島
中
洲
研
究
』vol.1

、
二
松
学
舎
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
二

〇
〇
六
）
に
分
析
と
資
料
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）	

山
田
方
谷
と
三
島
中
洲
と
の
間
に
思
想
的
差
異
を
み
る
見
方
は
、
す
で
に
松
川
健
二

氏
〔
二
〇
〇
八
〕
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
も
示
唆
を
受
け
た
。
し
か
し
、

論
証
の
過
程
は
自
ず
と
異
な
る
も
の
で
あ
る
。


